
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
   

【会派 日野みらい決算認定の意見（抜粋）】  当初予算で市民に示した財政のあるべき姿と、決算で明ら

かになった実態に生じた差の妥当性を厳しく審査した。「財政が厳しい!!」は予算編成の出発点ではない

ことを改めて肝に銘じてほしい。全て一律に抑えるのは限界が来ているため、各施策の成果検証を更に

深化させ、将来世代へ過度な負担を残さず、市民満足度を更に向上させる次年度予算編成を求める。 

再配達による影響は、年間25.4万トンのCO2が排出されるほか、6万人分のドライバー労働力が失わ

れているなど試算されており、課題解決すべき重大な社会問題の一つである！と、長きにわたり「島谷ひろ

のり」は議会にて粘り強く提起してまいりました。 

この度、日野市として再配達を減らすことを目的に置き配

バッグを配布します。 （応募期間は10月１日～31日まで） 

◆応募条件 （4,000個を超えた段階で抽選となります） 

・ 日野市内に住民登録がある方 

・ 本件置き配バッグを使用する意思があり、転売しない方  

・ 他条件については日野市HPをご参照願います。 

令和8年第3回日野市議会定例会が9月1日から10月7日まで開催さ

れ、市長より提出された議案を審議し全ての議案が可決されました。中

でも令和7年度一般会計決算、及び特別会計決算の全員参加方式によ

る審議など、活発な議論が交わされました。 

本定例会での審議事項や、一般質問で『島谷ひろのり』がピックアップ

した内容、トピックスも含め、以下、主な内容をご報告させて頂きます。 

■令和8年第3回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
https://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1031867.html 日野市議会HP ページID 1031867 

 

Ⅱ．【再配達対策】置き配バッグを市民の皆様に配布（申し込み4,000個を超えた場合は抽選）  

Ⅰ．令和7年度日野市一般会計及び特別会計決算の認定について  

2026 年 秋号 No.35 

■ 再配達削減のために（置き配バッグ配布事業） 日野市議会HP ページID 1031927 
https://www.city.hino.lg.jp/kurashi/kankyo/1026638/1028848/1028849/1031927.html  

 

https://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1031867.html
https://www.city.hino.lg.jp/kurashi/kankyo/1026638/1028848/1028849/1031927.html


活動報告会 

開催情報は 

公式 LINE 

より通知！ 

 

(※1) 担い手 3 法とは…  

建設業に関する 3 つの法律【建設業法・公共工事の入札
及び契約の適正化の促進に関する法律（入契法）・公共工
事の品質確保の促進に関する法律（品確法）】の総称。  

第三次として、建設業の担い手確保・生産性向上・地域
の対応力強化を目的に、令和 6 年 6 月に一体的に改正・
公布。令和 7 年 12 月 12 日、全面施行。  
 

(※2) コミットメント制度とは…  

令和 7 年 12 月に中央建設業審議会で決定した「労務費
に関する基準」中で示されたものであり、受注者による
下請負先に対する適正な労務費の支払及び、技能者に対
する適正な賃金の支払を確保するため、工事約款に労務
費・賃金の適正な支払に係る表明や情報開示への合意に
関する条項を導入することが推奨されている。  

第三次として、建設業の担い手確保・生産性向上・地域
の対応力強化を目的に、令和 6 年 6 月に一体的に改正・
公布。令和 7 年 12 月 12 日、全面施行。  
 

               
□質問主旨  建設業(建築・土木・上下水道・電機等)は、日々のインフラ維持、更に

はリフォーム・バリアフリー対応など市民個々の需要にも対応いただける業界です。 

◇担い手不足・技術者高齢化問題  

◇物価・人件費高騰による利益確保の困難さ 

◇夏の暑さ(熱中症対応)等、不確かな工期対応 など 

現状のままでは、身近な「まちの工務店」も更に少なくなる恐れもあります。イン

フラ維持も困難となり、緊急時・災害時の復旧対応も円滑に進まなくなる将来が訪

れてしまいます。建設業に関する法改正に準じた対応を質しました。 

●島谷ひろのり議員⇒ 第三次・担い手３法(※1)では技能者の賃上げのために「労務費に関する基準」が設けら

れた。「価格ダンピング体質」から完全脱却しよう！という主旨だが、市側のチェックや契約事務の変化は？ 

◆日野市  担い手３法（入札適正化法第 12 条）の改正を受け、公共工事発注の入札時の見積書には「材料費」「労

務費」その他、必要経費を明示した内訳書の提出が義務付けられ、それに準じて事務を行っている。また、積算時に採用して

いる東京都の積算標準単価表の多くは、材料費と労務費から構成される複合的な単価となる。 

現状、市として「労務費ダンピング調査」は導入していないが、工事契約については「最低制限価格」を設けており、ダンピン

グ対策としては一定の効果があると考えている。 

●島谷ひろのり議員⇒ 東京都の設計労務費単価改訂は 5 月。国が公表する３月、自治体側で予算積算するタイミ

ング(1 月頃)とも時間的ズレが生じる。労務単価は、日野市と連携事業者、下請事業者含めた信頼関係に直結する。 

齟齬を生まない対応として、コミットメント制度(※2)の試行的導入含め、課題解消に向け前向きかつ積極的な検討を!! 

次に「工期に関する基準」の改正について、発注者側の責務として、事業者への夏場暑さ対策も支援する時代である。

建設工事における猛暑対策サポートパッケージ(国交省令和 7年 12月)等、補助スキームの必要性について、見解は？ 

◆日野市 労働安全衛生規則改正(熱中症対策が事業者に義務付け)等、工期設定においての猛暑日の設定について 

建築営繕工事⇒WBGT 値 31 以上の時間を日数換算、5 年間の平均値を猛暑日日数とし、工期内作業不能日を考慮 

道路関連工事⇒道路上でもあり、実情は時短や休憩増など事業者側が実施する一般的な熱中症対策に留まっている状況 

施工時間帯の変更や、必要な経費等を含めた支援策について検討していく 

下水道管工事⇒「猛暑日」について、施工会社側からの申出に応じて内容を精査し客観性を判断し適正の際に考慮 

市発注工事における事業者の暑さ対策関連費用は、特記仕様書の中で市が負担することとし支援している 

●島谷ひろのり議員⇒ 熱中症対策一つとっても、事業者側からすれば「相当な投資」が必要となる。外作業がメインの

業態は「休憩場所が車の中しかない」ケースも多い。また、工事時間帯の変更により騒音などでクレームが入ることも少なく

ない。工事内容や環境に応じて、窓口が異なることは理解するが、支援メニューが均一化されない実態が浮き彫りとなった。

総務部・まちづくり部・環境共生部、他含め庁内全体で関連法改正の主旨を改めて共有し、支援を検討いただきたい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

〔１〕「働く」という価値を見つめ直す時代へ。第三次・担い手3法施行に伴う日野市の見識を、問う 

Ⅲ．島谷ひろのり一般質問（概要）  


